第１９章　教育
学校の概況
　学校基本調査（昭和59年５月１日）でみると、大阪府の学校数は3239校で前年より28校（公立15校、私立13校）増加した。生徒数は、213万4826人で前年より１万2492人減少した。
幼稚園　
　幼稚園数は、942園で前年より１園（私立）増加した。園児数は、15万7921人で前年より8570人減少し、７年連続の減少となった。減少したのは、大阪市を最高に堺市、枚方市など府下37市町村であった。また、就園率（幼稚園修了者数を小学校１学年児童数で割る）も、53年から低下し続け、本年は75.6パーセントで前年より0.9ポイント低下した。教員数（本務者）は、7240人で前年より151人減少し、教員（本務者）１人当たりの園児数は、21.8人（前年22.5人）となった。
小学校　
　学校数は、1054校で前年より６校（新設公立10校・廃止公立４校）増加した。学級数は前年より706学級減少し、２万3453学級となった。そのうち学校教育法に基づく75条の学級数は、1403学級で前年より16学級増加した。児童数は、83万2268人で前年より３万6101人減少し、４年連続の減少となった。減少したのは府下40市町村で、大阪市が減少児童数の約３分の１を占めている。長期欠席者数は、2701人で前年より67人増加した。教員数（本務者）は、３万1478人で前年より832人減少し、教員（本務者）１人当たりの児童数は、26.4人（前年26.9人）となった。
中学校　
　学校数は、497校で前年より４校（新設公立５校、私立１校・廃止公立２校）増加した。学級数は前年より201学級増加し、１万1441学級となった。そのうち学校教育法に基づく75条の学級数は、571学級で前年より17学級増加した。生徒数は、45万1658人で前年より8306人増加し、５年連続の増加となった。増加したのは、枚方市を最高に39市町村であった。長期欠席者数は、5744人で前年より213人増加した。教員数（本務者）は、２万465人で前年より351人増加し、教員（本務者）１人当たりの生徒数は、22.1人（前年22.0人）となった。
高等学校
　学校数は、282校で前年より８校（公立6校、私立２校）増加した。生徒数は前年より１万7970人増加し、37万4245人となった。そのうち、普通科の生徒数割合は、83.3パーセントで前年より0.9ポイント増加した。教員数（本務者）は、１万8174人で前年より620人増加し、教員（本務者）１人当たりの生徒数は、20.6人（前年20.3人）となった。
盲学校・聾学校・養護学校
学校数は、盲学校２校、聾学校４校、養護学校30校で前年と変わらない。在学者数は、盲学校535人（前年515人）、聾学校849人（同871人）、養護学校5081人（同4898人）となった。教員数（本務者）は、盲学校222人、聾学校313人、養護学校1761人で、教員（本務者）１人当たりの在学者数は、盲学校2.4人、聾学校2.7人、養護学校2.9人となった。
専修学校
　学校数は、182校で前年より10校(私立)増加した。生徒数は、６万339人で前年より6943人増加し、昭和51年に専修学校制度発足以来増加し続け、なかでも専門課程の生徒が全体の83.2パーセントを占めている。
各種学校
　学校数は、172校で前年より１校（私立）減少した。生徒数は、３万9722人で前年より208人増加した。課程別では、予備校の生徒が１万7872人で全体の45.0パーセントを占めている。
卒業後の状況
　中学校　
　卒業者総数は、14万4995人で前年より5306人増加した。進路別では、進学者13万5448人、教育訓練機関等入学者4033人、就職者4559人、無業者902人、死亡･不詳53人となった。進学率は、93.4パーセント（高等学校・本科通信制課程への進学者833人を除くと92.8パーセント）で前年より0.2ポイント上昇した。
高等学校
　卒業者総数は、11万631人で前年より786人増加した。進路別では、進学者３万6312人、教育訓練機関等入学者３万147人、就職者３万6485人、無業者7226人、死亡・不詳461人となった。進学率は、32.8パーセント（大学・短期大学の通信教育部への進学者26人を除いても同率）で前年より1.5ポイント低下した。就職率は、33.6パーセント（進学者及び教育訓練機関等入学者のうち就職している者を含む。）で前年より0.1ポイント低下した。
盲学校・聾学校・養護学校
　中学部卒業者総数は、556人で前年より２人減少した。進路別では、進学者504人で進学率90.6パーセント（前年91.9パーセント）となった。
　高等部卒業者総数は、756人で前年より75人増加した。進路別では、就職者215人で就職率28.4パーセント（前年31.9パーセント）となった。無業者は、400人で前年より52人増加した。
（注）昭和59年度から高等学校・本科通信制課程及び、大学・短期大学の通信教育部への入学者を進学者として取り扱う事になった。
